















































〔例〕 広島大学図書館 → ＨＲＳＭ
２．デジタル画像のファイル名
当館では、古典籍の画像作成を推進している。和漢古書については、デジタル撮
影を進め、収集したマイクロフィルムについては、デジタルコンバートを開始して
いるが、そのファイル名に上記の請求記号を展開して用いている。
和漢古書については、分類記号と図書番号を用い、カタカナをアルファベットに
置換する。
〔例〕タ７００３２ → ＴＡ７－００３２
また、マイクロ資料についても請求記号を使用し、カタカナを含む場合はアルフ
ァベットに置換する。
〔例〕３０１００３５００２ → ３０１－００３５－００００２
なお、収集されたデジタル資料については、上記請求記号の「ＤＩＧ」を除くも
のである。
３．典拠データのID
当該データベースには、典拠データとして著作・著者のデータが用意されている。
各々『国書総目録』および『国書総目録著者別索引』から初期データを取り込み、
その後、新規の著作・著者が出現した際に、必要に応じてデータを追加していった
ものである。
古典籍に現れる書名や著者名の記述は、そのままでは作品の判断には不十分な場
合も少なくない。何も記されていないこともある。そのため、当該データベースで
は、すべての書誌データについて、書名・内容等を判断し、その属する著作データ
に確実にリンクさせ、他の諸本との集中を図っている。また、すべての著作データ
はその著者データとリンクし、同一著者の執筆作品を集中させている。
著作データについては、国立情報学研究所NACSIS-CATの古典籍書誌データ作成
時に参照することとなっている。統一書名典拠レコードを新たに作成する場合、当
館著作データ中の統一書名をそのままタイトルとして採用し、付記事項に著者名を
とともに、当館著作IDを「KOTEN：」に続けてとりこむこととなり、当館以外で
も使用されることとなった。 （了）
